
― 16 ―

「
勤
勉
革
命
」
論
の
射
程

赤　

木　
　
　

誠

　
「
働
い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。」

　

二
〇
二
五
年
一
〇
月
に
自
民
党
総
裁
に
就
任
し
た
高
市
早
苗
氏
は
、
就

任
直
後
の
ス
ピ
ー
チ
で
こ
う
述
べ
た
。
こ
の
発
言
に
つ
い
て
は
様
々
な
解

釈
が
な
さ
れ
た
が
、「
卒
業
証
書
一
九・二
秒
」
な
ど
と
と
も
に
「
二
〇
二
五

T
＆
D
保
険
グ
ル
ー
プ
新
語
・
流
行
語
大
賞
」
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
最

終
的
に
年
間
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
発
言
は
強
い
決
意
の
表
れ
と
と
ら
え
ら
れ
る
一
方
で
、
過
労
死
遺

族
か
ら
の
抗
議
も
あ
り
、「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
に
逆
行
す
る
も

の
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
筆
者
は
発
言
の
真
意
に
つ

い
て
関
心
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
発
言
は
、
一
部
の
人
に
、

勤
勉
な
日
本
人
像
―
筆
者
に
と
っ
て
は
幼
少
の
頃
視
聴
し
た
、
栄
養
ド
リ

ン
ク
「
リ
ゲ
イ
ン
」
の
T
V
C
M
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
二
四
時
間

戦
え
ま
す
か
」
で
あ
っ
た
が
―
を
想
起
し
た
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
や
り
と
り
の
中
で
、
ふ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
筆

者
が
専
門
と
す
る
経
済
史
の
分
野
で
も
「
勤
勉
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
注
目

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
経
済
発
展
と
勤
勉
さ
の
か
か
わ
り
と
い
え

ば
、
社
会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
カ
ル
ヴ
ァ
ニ

ズ
ム
の
教
義
に
は
「
勤
勉
さ
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
資
本
経
済
の
エ
ン
ジ
ン

と
な
っ
た
、
と
指
摘
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。（
ウ
ェ
ー
バ
ー 

一
九
八
九
）。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
「
勤
勉
」
と
は
異
な
る
意
味
合
い
で
用
い
ら

れ
、
近
年
の
経
済
史
研
究
で
注
目
さ
れ
て
い
る
「
勤
勉
革
命
（industrious 

revolution

）」
論
に
つ
い
て
、
ざ
っ
と
ご
紹
介
し
た
い
。

　

勤
勉
革
命
と
い
う
概
念
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
日
本
の
歴
史
人
口
学
者

の
速
水
融
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
様
々
な
研
究
者
に
よ
っ
て

「
継
承
」
さ
れ
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
以
下
で

整
理
す
る
。

　

日
本
で
は
、
一
七
世
紀
は
じ
め
か
ら
一
七
二
一
年
ま
で
の
間
に
人
口
が

一
、二
〇
〇
万
人
前
後
か
ら
三
、〇
〇
〇
万
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
こ
の
人

口
増
加
に
よ
っ
て
一
人
あ
た
り
の
耕
地
面
積
は
〇・一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
か

ら
〇・一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
し
た
。
し
か
も
こ
の
時
点
で
新
た
な
土
地

開
拓
の
余
地
が
消
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
分
家
が
困
難
と
な
り
、

間
引
き
や
中
絶
な
ど
の
人
口
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

よ
る
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
、
人
口
は
一
七
二
一
年
か
ら
一
八
四
六
年
ま

で
三
、〇
〇
〇
万
人
余
の
ま
ま
で
停
滞
し
た
。
他
方
、
こ
の
同
じ
時
期
に

一
人
あ
た
り
農
業
生
産
が
二
五
％
増
加
し
、
生
活
水
準
は
一
八
世
紀
前
半

か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
至
る
ま
で
上
昇
が
続
い
た
。
な
ぜ
そ
れ
が
可
能
と

な
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、「
勤
勉
＝
人
間
労
働
の
強
化
」
に
よ
っ
て
、

生
産
性
を
高
度
に
高
め
た
、つ
ま
り
「
勤
勉
」
革
命
が
あ
っ
た
、と
さ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
の
日
本
は
、
世
界
で
最
も
高
い
単
位
面
積
あ
た
り
の
生
産
力
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れ
に
対
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
牧
草
地
の
割
合
が
東
ア
ジ
ア
と
比
べ

て
高
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
牧
草
地
の
飼
料
に
よ
り
家
畜
を
飼
育
す
る
た
め

で
あ
り
、
輪
作
方
法
の
理
由
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
牧
草
地
の
必
要
性
か
ら

農
場
規
模
は
東
ア
ジ
ア
と
比
べ
て
は
る
か
に
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
う
し
た
規
模
に
な
ら
な
る
場
合
は
少
な
く
、
農
民
は
小
屋
住
農
か

農
業
労
働
者
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
要
因
か
ら
、
農
業
発
展
の
方
向
は
、

土
地
生
産
性
よ
り
は
労
働
生
産
性
の
向
上
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
り
、
家

畜
・
大
型
機
械
へ
の
投
資
、
つ
ま
り
、
資
本
が
重
要
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
議
論
を
よ
り
経
済
学
的
に
整
理
す
る
た
め
、
速
水
が
作
成

し
た
図
を
も
と
に
説
明
し
て
い
こ
う
。

図　産業革命と勤勉革命
出所： 速水融（2003）『近世日本の経済社会』

麗澤大学出版会、226 頁。

　

図
の
縦
軸
は
資
本
投
入
の
大
き
さ
、
横
軸
に
は
労
働
投
入
の
大
き
さ
を

示
し
て
い
る
。
P1
は
あ
る
生
産
量
を
示
す
点
で
、
そ
の
時
の
資
本
投
入
は

を
実
現
し
て
い
た
。
な
ぜ
高
い
単
位
収
量
が
実
現
で
き
た
の
か
。
第
一
の

要
因
は
、
地
力
の
減
退
を
生
じ
さ
せ
な
い
形
で
、
裏
作
に
よ
っ
て
高
い
土

地
利
用
頻
度
を
実
現
し
た
こ
と
に
あ
る
。
牛
馬
が
引
く
犂
で
は
土
地
の
深

耕
が
で
き
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
家
畜
用
の
飼
料
栽
培
地
が
別
に
必

要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
牛
馬
の
使
用
を
や
め
、
人
間
が
自
ら
そ

こ
に
金
肥
を
大
量
に
投
入
す
れ
ば
、
地
力
も
維
持
し
う
る
。

　

第
二
の
要
因
は
、
農
業
経
営
が
す
べ
て
家
族
経
営
に
移
行
し
た
こ
と
が

あ
る
。
従
来
の
譜
代
、
下
人
、
年
季
奉
公
人
な
ど
を
含
む
経
営
が
、
家
族

単
位
の
経
営
に
、
簡
単
に
言
え
ば
小
農
経
営
に
変
わ
っ
た
。

　

こ
の
変
化
は
、
長
時
間
労
働
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
。
中
世
ま
で
の

農
民
は
、
身
分
的
隷
属
関
係
の
下
で
労
働
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対

し
、
近
世
の
江
戸
時
代
の
農
民
は
、
中
世
ま
で
の
身
分
的
隷
属
関
係
か
ら

解
放
さ
れ
、
士
農
工
商
の
身
分
の
な
か
で
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
農
業
生
産
は
、
個
々
の
農
民
が
自
身
の
判
断
で
お
こ
な
う
、
つ
ま
り

自
身
が
責
任
を
負
い
、
そ
の
成
果
も
自
身
が
受
け
取
る
シ
ス
テ
ム
が
形
成

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
長
時
間
の
激
し
い
労
働
も
、「
勤
労
は
美
徳
、
怠
惰

は
悪
徳
」
と
い
う
倫
理
観
の
な
か
で
美
化
さ
れ
た
。
農
書
が
普
及
し
、
生

産
性
の
向
上
の
た
め
の
知
恵
が
広
く
共
有
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も

重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
、
衣
食
住
す
べ
て
の
面
で
、

勤
労
に
よ
っ
て
生
活
が
改
善
さ
れ
た
と
の
実
感
を
農
民
た
ち
が
持
っ
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
勤
労
に
よ
る
経
済
成
長
の
革
命
で
あ
っ
た
、
と

い
う
主
張
で
あ
る
。

　

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
土
地
や
資
本

の
希
少
性
と
い
う
制
約
を
、
土
地
に
よ
り
多
く
の
労
働
を
投
入
し
、
土
地

生
産
性
を
あ
げ
て
い
く
技
術
的
・
制
度
的
工
夫
に
よ
っ
て
克
服
し
た
。
こ
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K1
、
労
働
投
入
は
L1
で
あ
る
。
P2
お
よ
び
P3
は
、
P1
よ
り
右
情
報
に
描

か
れ
て
お
り
、
生
産
量
が
増
加
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

P2
の
資
本
投
入
は
K2
で
労
働
投
入
は
L2
、
P3
の
資
本
投
入
は
K3
で
労

働
投
入
は
L3
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
P1
か
ら
P2
お
よ
び
P3
へ
生
産
量
が

増
大
す
る
際
に
、
P2
は
労
働
投
入
よ
り
も
資
本
投
入
を
大
き
く
増
大
さ
せ

て
生
産
量
の
増
大
を
達
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
P3
は
資
本
投
入
よ
り
労

働
投
入
を
大
き
く
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
速
水
は
、
P2
が
近
世

か
ら
近
代
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧
が
た
ど
っ
た
道
で

「
産
業
革
命
（industrial revolution

）」
に
あ
た
り
、
P3
は
近
世
の
日
本
が

た
ど
っ
た
道
で
勤
勉
革
命
に
あ
た
る
、
と
速
水
は
主
張
す
る
。

　

速
水
は
、
勤
勉
革
命
を
近
世
の
達
成
と
し
て
高
く
評
価
す
る
が
、
そ
の

延
長
線
上
に
産
業
革
命
を
展
望
す
る
の
で
は
な
く
、
袋
小
路
に
入
っ
て
ゆ

く
経
路
（「
反
近
代
」
の
方
向
）
と
し
て
理
解
し
、
発
展
的
な
西
欧
の
経

路
と
対
比
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
勤
勉
革
命
概
念
を
受
け
継
い
だ
後
の
世

代
の
研
究
者
は
、
近
世
日
本
の
勤
勉
革
命
と
近
代
の
産
業
革
命
を
連
続
的

に
と
ら
え
た
。
例
え
ば
、
杉
原
薫
は
、
資
本
集
約
型
工
業
化
（
産
業
革
命
）

と
労
働
集
約
型
工
業
化
（
勤
勉
革
命
）
と
い
う
よ
う
に
、
工
業
化
の
タ
イ

プ
論
へ
接
続
さ
せ
、
現
代
ア
ジ
ア
の
工
業
化
も
視
野
に
入
れ
る
「
大
き
な

物
語
」
を
展
開
す
る
な
ど
し
て
い
る
（
杉
原 

二
〇
一
〇
）。
海
外
で
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
史
と
い
う
新
た
な
研
究
潮
流
の
中
で
、
ケ
ネ
ス
・
ポ
メ

ラ
ン
ツ
が
、
西
欧
に
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
、
近
世
に
共
通
す
る
労
働

集
約
的
な
経
済
発
展
の
方
向
性
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
（
ポ
メ
ラ
ン
ツ 

二
〇
一
五
）。

　

こ
れ
ま
で
み
た
東
ア
ジ
ア
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
発
展
の
在
り
方
を

比
較
し
た
場
合
、
い
ず
れ
の
発
展
経
路
が
優
れ
て
い
た
の
か
、
い
ず
れ
が

先
進
的
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
が
思
い
浮
か
ぶ
。
こ
の
問
い
に
対
し

て
、速
水
は
、産
業
革
命
以
前
の
一
六
―
一
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
、
い
ず
れ
も
生
産
力
の
拡
大
に
成
功
し
た
。
そ
の
場
合
、
土
地

生
産
性
に
お
い
て
は
東
ア
ジ
ア
が
勝
っ
た
が
、
労
働
生
産
性
に
お
い
て
は

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
勝
っ
た
、
つ
ま
り
、
一
八
世
紀
末
の
段
階
で
ど
ち
ら
が

優
れ
て
い
た
と
は
い
え
ず
、
別
の
経
路
を
た
ど
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
経

済
発
展
を
と
げ
た
と
論
ず
る
。
従
来
、
勤
勉
革
命
は
産
業
革
命
の
前
段
階

で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
両
者
の
生
産
性
に
は
格
段
の
差
が

存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
勤
勉
革
命
論
は
、
勤
勉
革
命
と

産
業
革
命
は
別
の
発
展
経
路
で
あ
り
、
多
様
な
発
展
経
路
の
存
在
を
主
張

す
る
論
拠
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

最
後
に
、
速
水
と
は
別
の
、「『
も
う
一
つ
の
』
勤
勉
革
命
」
と
も
い
う

べ
き
議
論
に
触
れ
て
お
こ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
人
経
済
史
家
ヤ
ン
・
ド
・
フ
リ
ー

ス
は
、
二
〇
〇
八
年
に
『
勤
勉
革
命
（T

he Industrious Revolution

）』

と
題
す
る
本
を
出
版
し
た
。
そ
の
も
の
ず
ば
り
と
い
う
表
題
で
あ
る
が
、

こ
の
表
題
よ
り
も
「
消
費
者
行
動
と
家
計
経
済
、
一
六
五
〇
年
か
ら
現
在
」

と
い
う
副
題
が
こ
の
本
の
内
容
を
よ
り
的
確
に
示
し
て
い
る
。

　

ド
・
フ
リ
ー
ス
は
、
近
世
の
西
欧
に
お
い
て
、
家
計
の
消
費
行
動
が
積

極
化
し
、
そ
れ
が
夫
の
労
働
時
間
延
長
、
妻
や
子
供
の
賃
労
働
へ
の
参
加

な
ど
、
総
じ
て
家
計
か
ら
労
働
供
給
が
増
加
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
従
来
は
自
家
生
産
し
て
い
た
消
費
財
（
Z
財
）
を
市
場
で

購
入
で
き
る
商
品
に
代
替
す
る
と
い
う
変
化
が
起
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て

人
々
が
余
暇
よ
り
も
労
働
を
選
好
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
動
き
は
中
流
の
下
層
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
ま
で
巻
き
込
ん
だ
も

の
で
あ
り
、
余
暇
の
減
少
と
労
働
供
給
の
増
加
に
支
え
ら
れ
た
消
費
社
会
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を
も
た
ら
し
た
―
そ
れ
が
ド
・
フ
リ
ー
ス
説
の
要
点
で
あ
る
。
こ
の
説
は

前
述
し
た
「
…
…
人
々
が
余
暇
よ
り
も
労
働
を
選
好
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

こ
と
を
「
勤
勉
」
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
ま
た
消
費
サ
イ
ド
の
動
向
に
注

視
し
た
勤
勉
革
命
論
と
も
と
れ
る
。
速
水
の
勤
勉
革
命
論
は
上
述
し
た
よ

う
に
生
産
サ
イ
ド
の
議
論
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
論
点
に
は
少
し
ズ

レ
が
あ
り
、ド・フ
リ
ー
ス
の
勤
勉
革
命
論
は
、内
容
に
即
す
と
む
し
ろ
「
家

計
革
命
」
論
と
し
た
方
が
良
い
と
の
指
摘
も
あ
る
（
斎
藤 

二
〇
一
五
）。

　

こ
こ
ま
で
、
経
済
史
研
究
に
お
け
る
勤
勉
革
命
論
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ

い
て
概
観
し
た
。
速
水
の
勤
勉
革
命
論
は
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア

ジ
ア
の
経
済
発
展
の
在
り
方
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
発
展
の
多
経

路
性
の
議
論
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
一
九
七
〇
年
代
と
い

う
時
期
に
提
唱
し
た
先
駆
性
、
ま
た
、
後
に
国
内
外
の
多
く
の
研
究
者
に

も
多
く
の
影
響
を
与
え
、
よ
り
拡
が
り
を
み
せ
て
き
た
点
は
改
め
て
評
価

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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〇
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史
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史
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書
房
。
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〇
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史
的
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岩
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書
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。
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史
の
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。

杉
原
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」

（
杉
原
薫
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井
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著
『
地
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・
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生
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』京
都
大
学
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出
版
会
。

速
水
融
（
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〇
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）『
近
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経
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』
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澤
大
学
出
版
会
。
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・
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・
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（
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〇
二
一
）『
勤

勉
革
命
―
資
本
主
義
を
生
ん
だ
17
世
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摩
書
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。

K
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一
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岐
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中
国
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世
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済
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出
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